第34回　施設処遇検討会議　議事録　H24.2.6

13:30～15:00

青山荘交流室

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　出席者：・須々田珠実・馬渕豊子小笠原嘉紀・木村春子

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・中岫かなえ・秋山欣也・小坂和子

　　　　　　　　　　　   　　　　　（ 欠席者：長谷部S.G.M・上平ユリ子・中村文洋）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　記　録：小笠原　嘉紀
議題

１：山田　吉夫　様（青山荘入所者様）の処遇について

２：奥山　以依子様（青風荘入所者様）の処遇について

１：山田　吉夫様　（青山荘入所者様）の処遇について

病名：神経症性抑うつ状態

　＜問題点・介入方法＞

①退所への動機付け

○退所後どうするのか確認。

・退所に向けて、日中の過ごし方や、デイケア・青山荘利用について、本人の意向を聞きながら動機付けしていく。

・アパート生活した場合の想定をして、お金の大切さを理解し

　パチンコには行かないようにする。

・定期的に保護者様（次姉）とも連絡を取りながら、面会に来て頂き、退所後も関わって頂くよう介入していく。
②金銭管理

○貯金28万の通帳は現在、保護者様（次姉）が預かっているが生活保護が入金される通帳も預けて、本人へ小遣いだけ渡して貰うようにしていく

・小遣い帳の記入をきちんと行い、生活費についても、本人が現状を把握できるように話し合う。

・決めた金額で遣り繰りできるように、計画的に使用する事ができるように介入していく。

・段階的に本人が管理できるようにしていく。
③日中活動

○デイケアと青山荘での日中活動

・デイケア利用を検討し、興味がありそうなプログラムに、徐々に参加できるようにしていく。

・青山荘では自炊や縫い物などを取り入れて、プログラムとして参加出来るようにしていく。

・スケジュールに掃除・洗濯・入浴も組み込み、定期的に行えるようにしてく。出来ていない場合は、介入していく。

＜評価＞

　入所から２年４ヶ月が経過。金銭管理と日中活動をメインとして生活訓練を実施してきているが、本人の障害特性（人格障害）により、なかなか効果的な支援に繋がることがなくどちらもうまくいかずに経過している。そのため、無断で外出しパチンコに行き、生活費を使い込んでしまうことや日中活動のデイケアへの通所もできずにいる。パチンコについてはその都度「反省している」「もうやらない」と反省したそぶりを見せるが、時間の経過とともにすぐにその意識が薄れて、同様の行為を繰り返しており、今後も本人の手元にお金がある状態（ATMの単独での引き落としも含める）では、改善が困難なことは明らかである。また昨年の８月からデイケアへの通所もほとんど行なう事が出来ておらず、日中の時間帯を無為に過ごし、パチンコでお金を使い切ってしまったと話し、昼食の不摂取も多い。

　今後の本人へのアプローチとして、青山荘内で無為に過ごすことのないように本人の興味の持てるものや得意とするもの（裁縫など）や今後必要となる日課（自炊訓練）を提供し、可能な限り本人の自室で過ごす時間を少なくしていく。また従来の荘内での当番以外にも本人ができる役割を見出し、本人の生活の張りを持っていただくように支援を行っていく。またボウリング等の外出時に、スタッフが家族のような役割を演じるなど、本人にとって外出訓練が楽しく充実感を得られるような支援も検討していく。

２：奥山以依子様（青風荘入所者様）の処遇について

病名：統合失調症

＜問題点＞

①対人関係に於いてスム－ズな交流や適切な表現をすることが難しい

・その場の内容に合わない事を唐突に話す。

・他者に誤解されやすい言動が見られる。

・幻聴に左右された言動や様子が見受けられる。

<介入方法>

・その場面の内容に合わない事を話す場合には一応本人の話を受容し、今、何について話しているのか振り返りながら修正していく。

・あきらかに本人に非がある場合は（他者の体に当たっても無視しているなど）謝罪が必要であり、社会性の欠如であることを本人が理解できるよう説明する。

・他者と友好な関係を構築できるようその都度言動の振りを促しながら介入しつつ見守りしていく。

・自分の思っている感情や悩み等について日記を活用しスタッフに相談やアドバイスを仰ぐ方法もあることを提案する。

・幻聴等についての言動が見受けられた際は主治医へ情報提供していく。

②社会資源の活用の拡大

・市役所での手続き・バス利用等の習得
<介入方法>

・同行外出を設定し、バスを利用して単独でも市街へ出かけ簡単な買物ができる様に支援していく。

・関係機関のレクリェーションや地域の行事などの情報を提供し地域活動へ参加する機会を作り出す。
③力加減の調節が難しく破損させたり傷をつける。
・物によっては事故になる危険性がある
<介入方法>

・物の取り扱いが上手く行なえていない時は、本人のやる気を低下させないよう言葉を選んで説明していく。

・アドバイスに対して柔軟な対応が出来ない為、繰り返しスタッフが実践しながら、物の取り扱い方、力の限度を分かりやすく繰り返し説明し、理解出来るようにしていく。

・大型の物を動かす際には転倒等の危険性がある事を伝え、必ずスタッフへ確認を取る事や単独で行なわないように本人へ説明する。
＜評価＞

　一度、決めたこと（掃除の手伝い）などについては、きちんと一生懸命、継続的に取り組むことができている方であり、本人の長所であると言える。物の扱い方等については、周りから見れば雑であったり、粗暴であったりする部分はあるが、本人様にとってはそれが、普通と捉えている様子もあるため、本人様の気持ちも考慮しつつ、物品の破損や危険行為に繋がらないようにこれまで通り、見守りを行っていく必要がある。

本人様なりに日課を組み立てて、取り組むことができており、塗り絵など自分の好きなことをして過ごし青風荘での生活をエンジョイしている様子が伺える。新体系移行後は、ニーズに基づくケアプランの作成が必須となってくるが、病状等により会話の疎通性が良くない部分があるため、本人様のニーズを捉えきれていない部分がある。本人と接する機会を通してニーズを抽出していくことも課題となっていく。

